
創立記念例会

　　　



　本プログラムは、史上初めて訪日外国人旅行旅行

者数1,000万人を達成し、さらには、その先の目標

である2,000万人を目指すため、必要な施策の４つ

の重点。

1.　日本ブランドの作り上げと発信

2.　ビザ要件の緩和等による訪日旅行の促進

3.　外国人旅行者の受入の改善

4.　国際会議（MICE）の誘致や投資の促進

○外国人旅行者の訪日動機（2010年調査）

　市場で、「食事」に対する期待が高い。アジア地区は、

ショッピング、自然景観への期待が高く、欧米では、

歴史・伝統景観、旧跡、日本人の生活に対する興味が

高い。

○査証発給手続の迅速化・円滑化

　引き続き、東南アジアを始めとする新興国からの

訪日客に対する査証発給要件の緩和が必要。さらに、

中国人個人観光客に対する数次ビザの発給について

訪問地要件の緩和が必要。査証発給手続きの簡素化

と共に入国手続の迅速化・円滑化にも取り組むこと

が必要。

○訪日外国人旅行者が感じる不便・不満

Wi－Fiについて

　自らの負担により、無料Wi－Fiの整備を進める。

使える場所、利用手続や利用場所が分かりやすいこ

と、利用料金が安いことが重要　

無料公衆無線LAN

　外国人が旅行中困ったことに、利用するための手

続方法がわからない、利用料金が高い、使える場所

がわからない。

道路標識における英語表記の改善

ムスリム訪日旅行者の受入整備

○2020年東京オリンピック・パラリンピックに向

けた観光戦略

■IR（統合型リゾート）推進について

カジノ合法化のための法案の上程に向けて。

【参考】シンガポールにおけるIR（統合型リゾート）の

　　紹介

　講演会後、溝畑氏を囲んで懇親会が開催されました。

　

 

溝畑  宏氏（みぞはた ひろし）昭和35年８月７日生  出身地 京都
昭和60年３月　東京大学法学部卒
昭和60年４月　自治省入省
平成２年４月　大分県企画総室企画調整課主幹
平成14年４月　大分県企画文化部長
平成16年８月　大分フットボールクラブ代表取締役
平成22年１月　国土交通省観光庁長官
平成24年５月　内閣官房参与





４．講　師　国土交通省　観光地域振興部　部長　吉田　雅彦氏

テーマ「（仮）復興後の観光戦略について」
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